
種目番号

　3　履行期間

　　　又は期限

　5  その他特約事項

 

 

　9　その他　

　委託代金額 ￥

　内訳 　委　託　価　格 ￥

　消費税相当額 ￥

構造適合判定等手数料 ￥

『横浜市公共建築物の設計業務等積算基準・要領（令和7年１月版）』適用

□　要　　(　　月　　日　　時　　分　場所　　　　　　　　)　　　　

　7　委託概要 横浜市立大学金沢八景キャンパスのデータサイエンス学部定員増に伴い、総合
研究教育棟2階の改修工事の基本・実施設計を行います。
また、データサイエンス学部での活用を目的とした、文科系研究棟１階書庫改修
の検討（基本設計）を合わせて行います。

　8　部分払い □　する(　　　回以内)　　　■　しない　　

『労務単価、技術者単価（令和7年3月改訂）』適用

　2　履行場所 金沢区瀬戸22番２号　金沢八景キャンパス

□　期間　　

■　期限　　令和９年３月31日

　4　契約区分 ■　確定契約　　　　　　□　概算契約

なし

　6  現場説明 ■　不要　　

令和８年度 使途特定補助金等　大学・高専機能強化支援事業（支援１）
及び 令和８年度　運営交付金　大学・高専機能強化支援事業（支援１）

受付
連絡先

 委託担当

総務課施設担当　担当者名　石田　年拡　℡　787-8926

設　　　計　　　書

　1　委託名称
総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）に伴う基本・実施設計
業務委託



単位 摘　　要

式 #REF!

式

式

式

式

式

公立大学法人横浜市立大学

　消費税等相当額

計

計

Ⅳ特別経費

営繕積算システム使用料 1

アスベスト含有分析調査（４検体）

総　　計

構造計算適合判定手数料

合計

1

Ⅲ技術料等経費

技術料等経費 1

Ⅱ諸経費

諸経費 1

計

追加業務 1

計

総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）に伴う基本・実施設計業務委託

項目 数　量 単　価 金　額

Ⅰ直接人件費

一般業務 1



１

２

(1) 施設名称

(2) 敷地場所 区

(3) 施設用途

３

(1) 業務の範囲※ ■ ■

(2) 設計与条件

(3) 適用基準等

(4) 貸与品等

(5) 関連工事

４

(1) 仕様・部数等

(2) 提出期限

(3) 提出場所※

■ □ □

５

６

７

(1) 担当技術者※ ■ 意匠設計について高度な技術及び能力を持っている。

（意匠） ■ 一級建築士を有する。　（ □ 免許取得後５年以上の経験を有する。）

(2) 担当技術者※ □ 構造設計について高度な技術及び能力を持っている。

（構造） □ 一級建築士を有する。　（ □ 構造設計一級建築士を有する。）

(3) 担当技術者※ □ 電気設備設計について高度な技術及び能力を持っている。

（電気設備） □ 建築設備士を有する。　 □ 設備設計一級建築士を有する。

(4) 担当技術者※ □ 機械設備設計について高度な技術及び能力を持っている。

（機械設備） □ □

８

９

10 重要事項説明 ■ 重要事項説明を必要とする。

11 電子納品 ■ 電子納品対象業務とする。

委託契約約款第２条第２項に規定する工程表は、監督員と協議のうえ作成し、

提出してください。

工程表の提出

技術者の

建築設備士を有する。　 設備設計一級建築士を有する。

資格要件

委託業務名

施設概要

横浜市立大学金沢八景キャンパス内　総合研究教育棟・文科系研究棟

別紙３によります。

建築担当

別紙３によります。

総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（電気・機械
設備工事）

横浜市立大学　建築設計委託業務特記仕様書

委託業務の内容

成果物

基本設計

詳細は別紙１によります。

瀬戸22番２号　八景キャンパス内

大学

（その他）

金沢

（※の項目については■の項目のみを適用します。）

横浜市

別紙２によります。

設計に調整を要する別途工事 があります。

別紙２によります。

総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）に伴う
基本・実施設計業務委託

各工種の担当技術者の要件は、本委託業務の遂行に必要十分な能力を有すること

はもちろんのこと、次のとおりとします。

登録

ＰＵＢＤＩＳへの

ある場合の工事名称

総務部総務課施設担当の各担当に提出してください。

公共建築設計者情報システム（ＰＵＢＤＩＳ）への登録は不要とします。

意匠、構造、電気・機械設備（別途委託）の各担当技術者間の調整を十分に

行い、各工事の設計図書の整合を図り、また各工事の工事区分を明確にする

委託業務完了後においても、成果物における疑義不明箇所、色彩計画その他設計

ことで施工時に問題等を生じないよう細心の注意をしてください。

工種間の調整

業務完了後の協議

上の疑問について、委託者はその都度受託者に協議を求めることができます。

本委託業務の内容は、次のとおりとします。

主要用途

付属棟用途

実施設計

電気担当

別紙１によります。

機械担当



□ □ ■ □ □ 解体 □
m2

■ □ Ａ ■ Ｂ □ Ｃ
□ □ １.５ □ １.２５ □ １.０
■
□
□
□
□
□
□
□

■ 基本設計

■

■
□ （ ）
□ （ ）
■
□
■
□
□
□
□
□
□
□
□ （ □ □ □ □ □ ）

（ □ □ □ □ □ ）
（ □ ） （ □ ） （ □ ）
（ □ □ □ □ □ ）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

（文部科学省基準による）

都市緑地法にもとづく緑化地域制度の申請手続き
許認可申請関連業務 建築基準法

都市計画法 53条

設計等打合せ議事録の作成
１／

（２）追加業務

ケースの有無

43条

積算業務

面積計算図、面積表

4条の2

消防法及び火災予防条例にもとづく申請関連業務
福祉のまちづくり条例にもとづく申請関連業務
緑の環境をつくり育てる条例にもとづく申請関連業務

55条

□の項目については、■又は☑のみを適用します。

　構造耐震指標（Ｉｓ）及び保有水平耐力に係わる指標（ｑ）を算出し、構造耐震補強目標指標（iIso)を上回ることを確認
　保有水平耐力に係わる指標（ｑ）については、「建築物の耐震改修の促進に関する法律」の趣旨に基づき耐震性能の有無について確認

既存施設調査（改修工事）

総合研究教育棟２階の内部改修（約1,400㎡）を実施する。
また、文科系研究棟１階書庫（約200㎡）については、今後の活用に向けた検討（基本設計のみ）を実施する。

 総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）に伴う基本・実施設計業務委託

　衛生設備・空調設備の設計与条件　　　　　　　　　　　　別紙１－３

　法規制等の概要及び敷地・既存施設等の調査の概要　別紙１－１

（４）設計条件

　電気設備・昇降機設備の設計与条件　　　　　　　　　　　別紙１－２

（２）工事内容
（３）工事規模（想定）

　「公共建築物の設計方針について（通知）」における設計仕様の区分
　「公共建築物構造設計の用途係数基準」における用途係数

他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

特記仕様書　別紙１

設計与条件及び業務の内容等

□の項目については、■又は☑のみを適用します。

令和９年４月のデータサイエンス学部定員増に伴い、総合研究教育棟2階を改修し必要となる整備を実施する。
また、データサイエンス学部での活用を目的とした、文科系研究棟１階書庫の改修検討(基本設計のみ）も行う。
総合研究教育棟改修設計に当たっては、データサイエンス研究科の機能強化を目的とした改修（令和６年度）を参考に設計を行
う。

耐震改修増築
総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）

２　設計概要　　　　　　

１　設計意図

敷地面積 約85,000
改修新築

（１）工事名称

高度地区適用除外 風致地区条例

無Ａ１

5条

確認申請関連業務

56条の2

縮尺：

建築基準条例

基本設計図書の作成、基本設計内容の説明等、概算工事費の検討（内訳明細書、数量調書を除く）

大きさ：
500 無

額の有無：方向：

工事費積算業務（内訳明細書、数量調書、積算根拠資料）を実施する。

横浜市生活環境の保全等に関する条例に基づく再生可能エネルギー利用設備導入検討報告書の作成

透視図
模型

関係官庁・関係機関との打合せ記録の作成

（１）標準業務　　
３　業務の内容　　

既存建物の調査
設計条件等の整理、法令上の諸条件の調査及び関係機関との打合せ、配置計画の検討、基本設計方針の策定

実施設計図の作成

横浜市技術審査会資料作成

　補強各部分の構造計算を行うことにより、安全性を確認

実施設計

横浜市公共建築物耐震工法検討委員会用の資料作成またはＹＳＫ耐震診断評定委員会への上程

横浜市中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境の保全等に関する条例にもとづく手続き関連業務
横浜市開発事業の調整等に関する条例にもとづく調整及び手続き
横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例にもとづく調整及び手続き
省エネルギー法にもとづく届出書類の作成
CASBEEによる自己評価書の作成
耐震改修促進法にもとづく認定申請業務



■
□ □ □ □

■ 既存部の設計（又は竣工）図面

□ □ ■

□ □

■

・ ％ □

種 ％ □

□ ■ □

□ □ ■

□ □ □

□ □

□ □ □

□ □ □

□ □

□ □

□ □

東 ｍ 西 ｍ 南 ｍ 北 ｍ ｍ

■
（調査項目） （調査内容） （記　　事）

□ 敷地状況 □ □

□ □

□ □

□ □

□

□ 搬入路 □

□ □

□ □

□

□ 敷地内障害物 □

□ □

□ □

□

□ 解体施設 □ □

□ □

□ 接続する既存施設 □ □

□ □

□ □

□

■ □

□ □

□ □

関連資料等

法規制等概要

調査項目

公道

□の項目については、■又は☑のみを適用します。

幅　員

基本設計書

建築協定 （地区名）

種）

測定面高軒高7m超又は地上3階以上

劣化診断報告書

近郊緑地特別保全地区

駐車場整備地区

臨港地区

高度利用地区

測量調査

地質調査

敷地所有

 総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）に伴う基本・実施設計業務委託 特記仕様書　別紙１－１

前面道路

最高限

日影規制 対象規模

　地域地区

緑化地域土地区画整理地区

土地区画整理促進区域 特別緑地保全地区

特別用途地区（地区名）

埋蔵文化財保存地区

法規制等概要及び調査項目

その他 備考（　　）

備考（　　）

□の項目については、■又は☑のみを適用します。

測量図基本（構想・計画）報告書

耐震診断報告書

地質調査報告書

整備計画検討資料(令和６年度実施)

前面道路幅による制限容積率

急傾斜地崩壊危険区域

4ｍ 規制時間

20.00

４２条１項

その他

建築基準法の区分

所管区分

備　考

市街化区域

その他の 風致地区　（第

高度地区

宅地造成工事区域

用途地域等

防火指定

建ぺい率

備考（　　）

60 角地緩和（+10％）

150

第１種中高層住居専用地域

3

（１）計画図と現況との照合

（２）道路と敷地との関係

（３）隣地・隣家との関係

（４）切・盛土の要否

準防火地域

地区計画（地区名）

特定街区

3時間/2時間

街づくり協議地区（地区名）

□の項目については、☑は調査が必要な項目、■は特に注意すべき項目とします。

（１）樹木等の移植・伐採の要否

（２）遊具、倉庫等付帯施設

（３）埋設物、その他

（１）構造、規模等

（１）道路幅員

（２）障害物

（３）道路交通規制

（４）舗装状況・程度

（４）内部仕上げ(既存）

（６）水道、ガス、電気、通信設備の状況

（５）公共下水道、屋外排水設備の状況

（２）設備関係

（１）法規チェック

（２）接続位置

（３）外部仕上げ

必要により測量を行う

道路の性格

用途地域の確認

高さ制限のチェック

日影規制のチェック

電柱

大型車等交通規制の確認

既存建物基礎等

屋外附帯施設

外構施設

斜線制限・防火区画・日影規制等

移設は本工事に含む

地下ケーブル・給配水管

位置、管径、管種等

位置、管径、管種等

構造、意匠

窓、庇の位置、形状等

防水仕様・劣化程度、竪樋位置等

廊下の内装、高さ等



分類 指針・基準等または刊行物の名称 作成または監修 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

刊行物
◎は解
説付

貸与

公共建築物の設計方針について（通知） 市・公共建築部

公共建築物構造設計の用途係数基準 市・公共建築部

横浜市建築構造設計指針 市建築局建築審査課 ○ ◎

建築構造設計基準及び同解説 国・官庁営繕部 ○ ◎

建築鉄骨設計基準及び同解説 国・官庁営繕部 ◎

建築設備計画基準 国・官庁営繕部 ○ ○

建築設備設計基準 国・官庁営繕部 ○ ○

横浜市公共建築物総合耐震性能判定指標 市・公共建築部

既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準・耐震改修設計指針・同解説 国交省住宅局 ◎

耐震改修促進法のための既存鉄骨造建築物の耐震診断および耐震改修指針・同解説 国交省住宅局 ◎

既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準・耐震改修設計指針・同解説 国交省住宅局 ◎

敷地調査共通仕様書 国・官庁営繕部 ○

● 公共建築工事標準仕様書（建築、電気設備、機械設備各工事編） 国・官庁営繕部 ○ ○

● 【建築、電気設備、機械設備】工事監理指針 国・官庁営繕部 ○

● 公共建築改修工事標準仕様書（建築、電気設備、機械設備各工事編） 国・官庁営繕部 ○ ○

● 建築改修工事監理指針 国・官庁営繕部 ○

● 横浜市【建築、電気設備、機械設備】工事特則仕様書 市・公共建築部 ○

● 横浜市建築工事特記仕様書 市・公共建築部

● 横浜市建築改修工事特記仕様書 市・公共建築部

● 電気設備工事施工マニュアル 市・公共建築部

● 機械設備工事施工マニュアル 市・公共建築部

木造建築工事標準仕様書 国・官庁営繕部 ○ ○

建築物解体工事共通仕様書・同解説 国・官庁営繕部 ○ ◎

● 横浜市【建築、電気設備、機械設備】工事積算要領 市・公共建築部 ○

● 横浜市建築工事積算マニュアル 市・公共建築部 ○

● 公共建築工事積算基準の解説［建築、設備各工事編］ 国・官庁営繕部 ○ ◎

● 公共建築工事標準単価積算基準 国・官庁営繕部 ○ ◎

● 公共建築数量積算基準・同解説 国・官庁営繕部 ○ ◎

● 公共建築設備数量積算基準・同解説 国・官庁営繕部 ○ ◎

● 公共建築工事内訳書標準書式（建築、設備各工事編）・同解説 国・官庁営繕部 ○ ◎

● 公共建築工事共通費積算基準 国・官庁営繕部 ○

建築工事標準詳細図 国・官庁営繕部 ○

公共建築設備工事標準図（電気、機械各設備工事編） 国・官庁営繕部 ○ ○

△ 建築設計業務等電子納品要領（案） 国・官庁営繕部 ○

建築CAD図面作成要領（案） 国・官庁営繕部 ○

△ 電子納品運用ガイドライン（案）[建築・建築設備編] 市財政局公共事業調整課 ○

△ 設計業務等の電子納品要領（案）[建築・建築設備編] 市財政局公共事業調整課 ○

CAD製図基準（案）[建築・建築設備編] 市財政局公共事業調整課 ○

△ 電子納品運用手順書（案）〔建築営繕編〕 市財政局公共事業調整課 ○

電
子
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様
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等

特記仕様書　別紙２ 総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）に伴う基本・実施設計業務委託

適用基準・貸与品等

積
算
関
係
基
準

(社)横浜市電設協会で頒布

耐
震
改
修
指
針
等

設
計
方
針
等

●＝適用△＝参考
市・公共建築部＝横浜市建築局公共建築部

標
準
図

国・官庁営繕部＝国土交通省大臣官房官庁営繕部

(社)県空調衛生工業会で頒布
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■ 履行期限1

1

1

※電子データの提出方法の詳細は「設計委託での成果図書の電子納品について」によります

実施設計（図面、特記仕様書等）

電子データ
　ＣＤ－ＲまたはDVD
  ・受託者が使用したＣＡＤ
　・ＳＸＦ（Ｐ２１）又はＤＸＦ
　・ＰＤＦ

全工
事合
冊

成果物の内容・仕様・部数等

■

屋外排水平面図・詳細図

基本設計報告書（建築）

案内・配置検討図

仕様概要表

電子データを保存したＣＤ－ＲまたはDVD
　・受託者が使用したＣＡＤ
　・ＳＸＦ（Ｐ２１）又はＤＸＦ
　・ＰＤＦ

提出形態
まとめ
単位

各階改修平面図

立面図・断面図

基本設計報告書（空調設備、衛生設備等）

設備計画概要書

設備仕様概要表 工事費概算書

図面リスト

建具表

案内図・配置図

工事区分表 各階平面図 断面図

機器表・器具表

凡例

案内図・配置図

昇降機設備設計図

案内図・配置図 特記仕様書 立面図 詳細図

衛生設備平面図

面積・求積図表

器具リスト

器具姿図

設備計画図

耐震診断報告書

成果図書

基本設計報告書（電気設備、昇降機設備等）

各階平面図

各種技術資料

案内図・配置図

基本構造計画案

計画説明図

構造計算書仕上表

立面図

断面図 各種打合せ記録

構造計画概要書

各種技術資料

既存調査報告書

設備計画図

方式比較検討書 各種打合せ記録

工事費概算書

矩計図

階段詳細図

面積表・求積図表

案内図・配置図

工事概要

工事区分表

屋外排水縦断図

平面詳細図

外構平面図・詳細図

■が該当項目調査・診断等
部数成果図書 提出形態

基本構想 基本計画

基本構想報告書 基本計画報告書

特記仕様書

成果図書

建築総合設計図

主要部詳細図

ディテールシート

その他

Ａ３判見開き二つ折り製本（Ａ４判製本）

ＰＤＦデータ

提出形態

提出時期
（予定）

部数

■が該当項目基本設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

基本設計報告書
Ａ３判見開き二つ折り製本（Ａ４判製本）
（建築、電気、機械等全工種合冊）

※提出形態、部数、提出時期についての詳細は監督員と協議して下さい

建具キープラン ・

原図　図面ケース入
原則、厚手Ａ１判トレーシングペーパー
背表紙文字付、図面仕様は別紙３－２
による

■

■が該当項目

関係法令検討図

既存解体図

サイン計画図

雑詳細図

仕上表

各階平面図

各階天井伏図

展開図

各階既存平面図 各階部分詳細図

構造設計標準仕様書

耐震補強特記仕様書

案内図・配置図 電灯設備平面図

特記仕様書 面積表

系統図

動力設備平面図

工事概要

凡例

図面リスト

仮設計画図（参考図）

日影図

工事区分表

建築構造設計図

調理機器備品図各階床伏図

調理機器リスト

ＲＣ造配筋標準図

ＲＣ造架構詳細図

電気設備設計図

詳細図

工事区分表

既存撤去図

面積表 詳細図

空調設備平面図 既存撤去図

・
製本（Ａ３判以外に必要な場合）
サイズ、まとめ単位、表紙・背表紙文字
入れは各監督員の指示による

工事概要 系統図

図面リスト

機械設備設計図（空調・衛生設備等）

特記仕様書

屋外設備図

【契約書用】
紐綴じ　Ａ１判左綴じＡ４折り

・

・

【図面決裁用】
紐綴じ　Ａ１判左綴じＡ４折り
ただし下水施設はＢ５折り
Ａ３判（５０％縮小）で可の場合もあり

履行期限

各リスト・標準詳細図

軸組図

各部断面図

各部詳細図

鉄骨架構詳細図

鉄骨構造標準図

1
別途
指示

弱電設備平面図

分電盤結線図

・

■

製本　Ａ３判（50％縮小）二つ
折りＡ４判
表紙・背表紙文字入れは監督員の指示
による

・

特記仕様書　別紙３ 総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）に伴う基本・実施設計業務委託

備品リスト

備品図

各種伏図

設備計画概要書 方式比較検討書 各種打合せ記録

設備仕様概要表 工事費概算書
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履行期限

実施設計（設計書、計算書、業務記録その他）

正本、副本、電子データ

全工
事合
冊

正本、副本、電子データ

正本、副本、電子データ

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

その他（　　　）

成果図書

庁舎施設（　　　）

委託成果物納品チェックリスト（図面）（内訳書）（電子データ）（建築）

委託成果品のチェック

委託成果物納品チェックリスト（図面）（内訳書）（電子データ）（機械設備） 書式は別途指示

■が該当項目その他、施設別に必要となる成果図書

書式は別途指示 履行期限

委託成果物納品チェックリスト（図面）（内訳書）（電子データ）（電気設備） 書式は別途指示

住宅施設（　　　）

数量調書

構造計算書
原則、Ａ４判縦長用紙に横書きとし、通しページ番号をふる。
ただし、電算出力帳票等はこの限りにあらず。

設計打合せ議事録（「打合せ簿」及び独自に作成した議事録等）

見積関係資料（見積比較表、見積書、参考刊行物・カタログ・パンフレットの写し等）

計算書、業務記録その他

既存施設調査報告書

成果図書

積算関係

積算根拠資料（建築工事積算マニュアルによる各種算定シート、その他積算の根拠となる資料）

工事積算内訳書

1

電子データ

■が該当項目

既存設備調査報告書

・

関係官公庁、関係機関との協議記録

横浜市公共建築物耐震工法検討委員会等の第三者評価機関への提出資料

横浜市技術審査会議への提出資料

透視図（仕様：　　）

模型（仕様：　　）

設備設計計算書

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

中高層建築物等住環境保全条例にもとづく事前手続

開発事業調整条例にもとづく届出、協議、申請

建築基準法・都市計画法等にもとづく各種許可

消防法及び火災予防条例にもとづく申請

福祉のまちづくり条例にもとづく申請

緑の環境をつくり育てる条例及び緑化地域制度にもとづく申請

省エネルギー法にもとづく届出関係書類

ＣＡＳＢＥＥにもとづく自己評価書

建築基準法にもとづく確認申請（昇降機）

関係法令認可書、許可書等

成果図書

関係法令チェック表

正本、副本、電子データ

履行期限

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

原本

Ａ４判（書式は別途指示）設計説明資料

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

提出形態
まとめ
範囲

■が該当項目

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

１月上旬

電子データ
　受託者が使用したソフト及びＰＤＦ

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

Ａ４判ファイル綴じ又は製本

提出時期
（予定）

正本、副本、電子データ

提出形態
提出時期
（予定）

提出形態
提出時期
（予定）

宅地造成等規制法にもとづく許可

再生可能エネルギー利用設備導入検討報告書



 総合研究教育棟データサイエンス学部その他改修工事（建築工事）に伴う基本・実施設計業務委託

１ 用紙 指定なし

２ 寸法･単位 寸法はメートル法とし、単位はmmとする｡

３ 縮尺 設計内容を十分表現できる縮尺とし、特別の場合を除き基本的に次の中から選択する｡

1/500、1/200、1/100、1/50、1/20、1/10、1/5

４ 仕様書 工事に関する特記仕様書は、設計図に含む｡

５ 図面判その他 図面判の位置、書式は下図による。

　　　　図面判

　　　　　

成果図面（設計原図）の仕様

図面判



横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和6年3月

株式会社一級建築士事務所　DEN-A
一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

都市計画区域

用途地域

防火地域

高度地区

日影規制

建築協定

壁面後退

絶対高さ

建ペイ率

容積率

その他

前面道路

敷地面積

軒高7m超又は3階以上、測定面高さ 4m、規制時間 3時間/2時間

なし

なし

 60.00％

150.00％

宅地造成工事区域、急傾斜崩壊危険区域

幅員：東面　10ｍ

84,630.890㎡

第一種中高層住居専用地域

準防火地域

なし

建築地 （地名地番）-

　　　　　　　　　　　（住居表示）神奈川県横浜市金沢区瀬戸22番２号

区域内

第3種

建築概要 配置図　縮尺=1/2000

案内図　縮尺=N.S.

環状４号

六浦川

金沢区役所

金沢中学校

16

至る　朝比奈
←

Ｎ

京浜急逗子線

←

←

←

至る　氷取沢・栗木
←

←

至る　磯子・関内
笹下釜利谷道路

100 200 300 400 500 ｍ

所在地：横浜市金沢区瀬戸２２－２

総合車両製作所

市立金沢高校

京浜急行本線

宮川

八景小学校

国道16号線

金沢文庫駅

至る　上大岡・横浜

←

金沢八景駅

平潟湾

瀬戸神社

至る　逗子

至る　横須賀中央 至る　横須賀

侍従川

シーサイドライン

横浜市立大学

件名 横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

用途

工事種別

構造・規模

大学

改修

軒高

最高高さ

合計

延床面積

建築面積　　 2,859.267㎡

9,560.102㎡

市立金沢高等学校
グラウンド

権現山

京
　
急
　
本
　
線

金沢八景駅
京浜急行

タテヤマアドバンズ
横浜工場

-180

-350

-910

-890

-1060 -1400

-900

-820

-1850

-800

-700

-400 -800

グラウンド

隣地境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線

総合研究教育棟

サークル棟

第一講堂

総合体育館

学術情報センター
交流プラザ

学術情報センター

本校舎

文科系研究棟

シーガルセンター

Ｎ

１

２

７

10

14

1516

17
1819

21

22

25

26

28
29

30

31

４

６
ＹＣＵスクエア

５

27

38
37

９

９

11

35

33

34

20

45

49 48 47 46

50
43

44 52

36

42

41

39

40

51

８

12

32

23

24

53

54

理学系研究棟３

13

SRC、RC　地下1階、地上5階建て

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

９

８

７

６

構造・階数

５

４

３

２

１

建物名称番号

本校舎　（第一講堂含） ＲＣ－３・Ｂ１

50

49

48

47

46

45

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

28

30

29

27

26

金沢八景キャンパス　建物リスト

総合研究教育棟

ＹＣＵスクエア

ガスバーナー室

弓道場

サークル棟　Ａ棟

サークル棟　Ｂ棟

サークル棟　Ｃ棟

サークル棟　Ｄ棟

ステージ・スタンド棟

ＲＣ－６

ＲＣ－５

ＲＣ－１

RC・S－5

ＣＢ－１

Ｓ－２

Ｗ－１

Ｓ－１

ＲＣ－３

ＲＣ－３

ＲＣ－２

ＲＣ－２

ＲＣ－１

Ｓ－１

ボイラー室 Ｓ－１

Ｓ－１

運動部倉庫 Ｓ－１

スプリンクラー庫 Ｓ－１

Ｓ－１

グライコテクノロジーラボ

外部ＷＣ ＲＣ－１

Ｓ－１

54

53

52

51

SRC+RC-5・B1

文科系研究棟

理学系研究棟

実験廃棄物倉庫

備蓄倉庫

グローバル推進室事務室

産学共同研究センター 自転車置場

自転車置場

陶芸窯場

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

野球部倉庫

野球部倉庫

倉庫

倉庫
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構造・階数建物名称番号 構造・階数建物名称番号 構造・階数建物名称番号

20,200ｍ

29,720ｍ

A-02

建築概要・案内図・配置図Ａ3：1/2000

工事場所：総合研究教育棟　2階

　　　　　（2階の一部）
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A-15

2階　全体平面図　＜改修＞Ａ3：1/300

改修対象部位を示す

237

241

バルコニー

横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事（ その２ ）

年月日 縮尺令和6年3月

株式会社一級建築士事務所 DEN-A

一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

248 249
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多角形

ycustaff
テキストボックス
改修範囲

ycustaff
線



横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和6年3月

株式会社一級建築士事務所　DEN-A
一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

内部仕上表

部屋No. 部屋名　／　天井高階

2階

区分 床 巾木 壁 天井 備考

撤去

改修

ビニル巾木 h=60

：撤去

軽量コンクリート t=100 金ゴテ下地

OAフロア h=80

タイルカーペット t=6.5 貼り

：撤去（タ イルカーペット t=6.5 貼りのみ）

ビニル巾木 h=60

：新設

（部屋側）　　　　LGS下地(グラスウール t=100)、有孔石綿ケイカル板 t=8、VE

　　　　　　　　　：撤去（有孔石綿ケイカル板 t=8、VEのみ）

（廊下側）　　　　LGS下地、石膏ボード t=9+12、内部用吹付タイル：撤去

（間仕切壁部屋側）LGS下地、石膏ボード t=9+12、ビニルクロス貼り：撤去（ビニルクロス貼りのみ）

（柱型 ）　　　　　コンクリート下地、パーライトモルタ ル金ゴテ t=10、ビニルクロス貼り

　　　　　　　　　：撤去（ビニルクロス貼りのみ）

改修前

改修後

Ｌ.Ｌ実習室（1）

学生演習室１

CH=2600

CH=2600

タイルカーペット t=6.5 貼り

：新設

撤去

改修

同上

同上

改修前

改修後

Ｌ.Ｌ実習室（2）

学生演習室２

CH=2600

CH=2600

撤去

改修

同上

コンクリート金ゴテ下地

長尺塩ビシート t=2.5 貼り

：撤去（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

同上

改修前

改修後

L.L編集室

プロジェクト研究室

CH=2600

CH=2600

撤去

改修

同上

コンクリート金ゴテ下地

長尺塩ビシート t=2.5 貼り

：撤去（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

LGS下地、構造用合板(T-1) t=12

ニードルパンチカーペット貼り

：撤去（上床）

LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

：撤去
改修前

改修後

録音室

CH=2600

CH=2600

同上
LGS下地、石膏ボード t=9.5、岩綿吸音板 t=12.5 貼り

：新設

撤去

改修

同上改修前

改修後

L.Lテープライブラリー

236

学生演習室３

237

学生演習室４

CH=2600

CH=2600

同上

撤去

改修

同上改修前

改修後

L.L事務室

243

研究室1

244

研究室2

廊下(２)

CH=2600,2350

同上

（部屋側）　　　　石膏ボード t=9.5+12.5、ビニルクロス貼り：新設

（廊下側）　　　　LGS下地(グラスウール t=100)、強化石膏ボード t=12.5+12.5（両面）

　　　　　　　　　内部用吹付タイル：新設

（間仕切壁部屋側）ビニルクロス貼り ：新設

（柱型）　　　　　ビニルクロス貼り：新設

ホワイトボード：撤去

床置き設備収納部：撤去

既存吹き付けタイル、パーライトに

アスベスト（レベル3）含有有り

（一般部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

　　　　　　：撤去（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り のみ）

（設備更新部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

　　　　　　　　：撤去

ホワイトボード：撤去

床置き設備収納部：撤去

既存吹き付けタイル、パーライトに

アスベスト（レベル3）含有有り

既存吹き付けタイル、パーライト

にアスベスト（レベル3）含有有り

既存吹き付けタイル、パーライトに

アスベスト（レベル3）含有有り

同上

同上

同上

同上

コンクリート金ゴテ下地

長尺塩ビシート t=2.5 貼り

：撤去（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

長尺塩ビシート t=2.5 貼り

：新設

同上

同上

RC壁(W=150)、LGS下地(グラスウール t=100)、有孔石綿ケイカル板 t=8、VE

：撤去（RC壁はウォールソーイング工法にて撤去）

同上

同上

LGS下地(グラスウール t=100)、強化石膏ボード t=12.5+12.5（両面）、ビニルクロス貼り

：新設

（部屋側）　　　　LGS下地、石膏ボード t=9+12、ビニルクロス貼り：撤去（ビニルクロス貼りのみ）

（廊下側）　　　　LGS下地、石膏ボード t=9+12、内部用吹付タイル：撤去

（間仕切壁部屋側）LGS下地、石膏ボード t=9+12、ビニルクロス貼り：撤去（ビニルクロス貼りのみ）

（柱型）　　　　　コンクリート下地、パーライトモルタル金ゴテ t=10、ビニルクロス貼り

　　　　　　　　　：撤去（ビニルクロス貼りのみ）

（部屋側）　　　　ビニルクロス貼り：新設

（廊下側）　　　　LGS下地(グラスウール t=100)、強化石膏ボード t=12.5+12.5（両面）

　　　　　　　　　内部用吹付タ イル：新設

（間仕切壁部屋側）ビニルクロス貼り：新設

（柱型）　　　　　ビニルクロス貼り：新設

同上

同上

LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

：撤去（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り のみ）

石膏ボード t=9.5、岩綿吸音板 t=12.5 貼り

：新設（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り のみ）

同上

同上

（一般部）　　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

　　　　　　　：撤去（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り のみ）

（設備更新部）LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

　　　　　　　：撤去

（壁面新設部）LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

　　　　　　　：撤去

（一般部）　　石膏ボード t=9.5、岩綿吸音板 t=12.5 貼り

　　　　　　　：新設（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り のみ）

（設備更新部）LGS下地

　　　　　　　石膏ボード t=9.5、岩綿吸音板 t=12.5 貼り：新設

（壁面新設部）石膏ボード t=9.5、岩綿吸音板 t=12.5 貼り

　　　　　　　：新設（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り のみ）

A-11

内部仕上表（1）Ａ3：N.S.

ブラインド

：撤去（W=2550）2箇所

軽量コンクリート t=100 金ゴテ下地

OAフロア h=150

タ イルカーペット t=6.5 貼り

：撤去（タイルカーペット t=6.5 貼りのみ）

タイルカーペット t=6.5 貼り

：新設

234

235

245

プロジェクト研究室

245

CH=2600,2350

ブラインド

：新設（W=2475）2箇所

（一般部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

　　　　　　：新設（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り のみ）

（設備更新部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

　　　　　　　　：新設

-

-

-

-

-

-

長尺塩ビシート t=2.5 貼り

：新設

長尺塩ビシート t=2.5 貼り

：新設

ycustaff
テキストボックス
参考

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和 年 月

株式会社一級建築士事務所　
一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

（廊下側）　　　　LGS下地(グラスウール t=100)、石膏ボード t=9+12、内部用吹付タイル

　　　　　　　　　：撤去

（柱型）　　　　　コンクリート下地、パーライトモルタル金ゴテ t=10、内部用吹付タ イル

　　　　　　　　　：撤去（ビニルクロス貼りのみ）

撤去

改修

ビニル巾木 h=60

：撤去

ビニル巾木 h=60

：新設

廊下（1）

廊下（1）

撤去

改修

廊下（2）

廊下（2）

CH=2350

CH=2350

■　塗料略号

　　VE　　塩化ビニルエナメル塗装

　　EP-G　ツヤ有り合成樹脂エマルションペイント

特記

・使用する材料はすべてF☆☆☆☆仕様とする。

・天井裏等（収納スペース内部等を含む）は、上記同様F☆☆☆☆仕様とする

■　補修範囲、箇所について

　　撤去により、既存部位の平滑性、凹凸、隙間が生じた（※原則隙間が生じないように施工すること）場合は、その範囲を撤去し、既存同材にて補修すること

　　また、取合い部はコーキングにより処理を行うこと

内部仕上特記

■　下地処理に付いて

　　新設する部位は、適切に下地処理を行い施工すること

内部仕上表

部屋名　／　天井高階

2階

区分 床 巾木 壁 天井 備考

改修前

改修後

改修前

改修後

CH=4380,2350

CH=4380,2350

（廊下側）　　　　LGS下地(グラスウール t=100)、強化石膏ボード t=12.5+12.5（両面）

　　　　　　　　　内部用吹付タ イル：新設

（柱型 ）　　　　　ビニルクロス貼り

　　　　　　　　　：新設

（一般部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=19 貼り

　　　　　　：撤去（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=19 貼り のみ）

（設備更新部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=19 貼り

　　　　　　　　：撤去

（壁面新設部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=19 貼り

　　　　　　　　：撤去

（一般部）　　　-

（設備更新部）　LGS下地

　　　　　　　　石膏ボード t=9.5、岩綿吸音板 t=12 貼り：新設

（壁面新設部）　LGS下地

　　　　　　　　石膏ボード t=9.5、岩綿吸音板 t=12 貼り：新設

（一般部）　　コンクリート金ゴテ下地

　　　　　　　長尺塩ビシート t=2.5 貼り

　　　　　　　：全面撤去（長尺塩ビシート t=2.5貼りのみ）

（壁面撤去部）コンクリート金ゴテ下地

　　　　　　　長尺塩ビシート t=2.5 貼り

　　　　　　　：全面撤去（長尺塩ビシート t=2.5貼りのみ）

（一般部）　　長尺塩ビシート t=2.5 貼り

　　　　　　　：更新

（壁面撤去部）長尺塩ビシート t=2.5 貼り

　　　　　　　：更新

同上同上

同上同上

同上

同上

A-12

内部仕上表（2）、外部仕上表Ａ3：N.S.

ホワイトボード、掲示板

：撤去

既存吹き付けタイル、パーライト

にアスベスト（レベル3）含有有

り

ホワイトボード

：撤去

既存吹き付けタイル、パーライト

にアスベスト（レベル3）含有有

り

撤去

改修

軒天井

外部仕上表

部　位階

2階

区分 仕　上

改修前

改修後

（南側バルコニー）

LGS、特殊石綿板 t=6、ST(単層弾性仕上塗材）吹付

：撤去（特殊石綿板 t=6、ST(単層弾性仕上塗材）吹付）のみ

珪酸カルシウム板 t=6、多機能型単層弾性仕上塗材吹付

：新設

（一般部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=19 貼り

　　　　　　：撤去（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=19 貼り のみ）

（設備更新部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=19 貼り

　　　　　　　　：撤去

（一般部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=19 貼り

　　　　　　：新設（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り のみ）

（設備更新部）　LGS下地、石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼り

　　　　　　　　：撤去

■　廻り縁について

　　特記なき、すべての天井改修部分には、「塩ビ天井廻り縁」を使用すること

-

-

ycustaff
テキストボックス
参考

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和 年 月

株式会社一級建築士事務所　

一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

撤去

bY2

bY3

bY1

bY0

bX13bX12bX11

L.L事務室

L.L編集室

録音室

bX10

L.Lテープライブラリー

SD

19

SD

19

CD

5

SD

19

SD

19

’

D

3

D

8

D

3

AW

1

建具：撤去

　　（枠共）

建具：撤去

　　（枠共）

建具：撤去

　　（枠共）

壁：撤去

建具：撤去

　　（枠共）

建具：撤去

　　（枠共）

建具：撤去

　　（枠共）

A

展開方向 B

C

D

壁：撤去 壁：撤去

壁：

撤去

壁：撤去

壁
：
撤
去

廊    下（1）

上床：LGS下地

　　　構造用合板(T-1) t=12

　　　ニードルパンチカーペット貼り

　　　撤去

床(上床下部）：コンクリート金ゴテ下地

　　　　　　　　長尺塩ビシート t=2.5 貼り

　　　　　　　　撤去（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

マクガリー研究室プラクティカルイングリッシュセンター

※今回工事対象外 ※今回工事対象外

廊    下（2）

▽
カ
ッ
ト
ラ
イ
ン

既存のまま

床：撤去

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

床：撤去

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

壁：RC壁(W=150)、LGS下地(グラスウール t=100)

　　有孔石綿ケイカル板 t=8、VE

　　撤去

　（RC壁はウォールソーイング工法にて撤去

　　床面からH=100残し）

軽量スチールパーテーション：撤去

      　　　　　　　　　　　パネル(H2100)、支柱（H2650)とも

流し台（W1200）、ガスコンロ台（W700）：撤去

ライニング：撤去(W800,D110,H930)

洗面台：撤去（設備工事）

ドレン配管：そのまま

床：撤去

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

壁：(W=600)、LGS下地(グラスウール t=100)

　　有孔石綿ケイカル板 t=8、VE

　　撤去（RC壁撤去の為）

壁：(W=600)、LGS下地(グラスウール t=100)

　　有孔石綿ケイカル板 t=8、VE

　　撤去

D

10

A-27

Ａ3：1/100

建具：撤去

　　（枠共）

240 241 242 244 245

235

237

D

8

’

床置FCU：撤去（設備工事）

床：撤去

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

壁掛給湯器：撤去（設備工事）

置型ガスコンロ：撤去（設備工事）

L.Lテープライブラリー、録 音室 L.L編集室
平面詳細図　＜撤去＞（2）  

L.L事務室、廊下（2） 

AutoCAD SHX Text
6年3月3月

AutoCAD SHX Text
DEN-A

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和6年3月

株式会社一級建築士事務所　DEN-A
一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

改修

bY2

bY3

bY1

bY0

bX13bX12bX11

研究室１

3000 6000

6
8
5
0

2
5
0
0

6
8
5
0

1
6
2
0
0

1200
1200 400 3200

8
5
0

2
7
0
0

2
2
5
0

900 900 1050 900

1000

6000 60006000
18000

18000
6000 3000

8
5
0

900 900

3000 3000

150

900

900 900 900

bX10

AW

1

研究室２

学生演習室３ 学生演習室４ プロジェクト研究室

建具：新設

建具：新設

A

展開方向 B

C

D

廊    下（1）

壁：新設

壁：新設

壁：新設

壁：新設

建具：新設

壁：新設

サッシ壁面方立

：新設

廊    下（2）

建具：新設建具：新設 建具：新設

壁：LGS下地、石膏ボード t=9+12

　　ビニルクロス貼り

　　新設

床：新設

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

床：新設

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

既存のまま

床：新設

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

床：新設

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

6
0
0

GP

5

GP

5

GP

5

LSD

6 電気錠

LSD

7

LSD

6

’

電気錠

A-28

Ａ3：1/100

LSD

6

’

LSD

7
建具：新設

マクガリー研究室プラクティカルイングリッシュセンター

※今回工事対象外 ※今回工事対象外

240 241 242

243 244

236 237 245

床：新設

　（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

GP新設GP新設GP新設

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和 年 月

株式会社一級建築士事務所　

一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

撤去

bY2

bY3

bY1

bX13bX12bX11

国際交流センター　平面詳細図　S＝1/50

マクガリー研究室

L.L事務室

L.L編集室

録音室

プラクティカルイングリッシュセンター

bX10

L.Lテープライブラリー

A

展開方向 B

C

D

廊       下

廊       下

壁：撤去

※今回工事対象外 ※今回工事対象外

壁：撤去 壁：撤去壁：撤去

壁：撤去

CH=2350

CH=2600

△
天
井
面

△
天
井
面

凡例

壁面、建具　撤去を示す

部位 記号 仕上

天井

C-1

LGS下地

石膏ボード t=9

岩綿吸音板 t=12 貼り

C-2

LGS下地

石膏ボード t=9

岩綿吸音板 t=19 貼り

C-3

コンクリート下地

パーライト t=4 吹付

C-4
コンクリート下地

VP

C-1：撤去

C-1：撤去

C-2：そのまま

RC壁(W=150)、LGS下地(グラスウール t=100)

有孔石綿ケイカル板 t=8、VE

：撤去

（RC壁はウォールソーイング工法にて撤去、天井から300以降は残し）

C-1
：撤去

（石膏ボード t=9、

　岩綿吸音板 t=12 貼りのみ）

C-1：撤去（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼りのみ）

C-1：撤去（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼りのみ）

C-1：撤去（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼りのみ）

C-1：撤去

既存のままCH=2350

C-2：撤去

：撤去C-1

L.Lテープライブラリー、録 音室

L.L編集室、L.L事務室、廊下（2）

A-37

Ａ3：1/100

ブラインドボックス（アルミ製）：そのまま

ブラインドボックス（アルミ製）：一部撤去（W=150）

bY0

軒天井：LGS、特殊石綿板 t=6、ST(単層弾性仕上塗材）吹付

　　　　撤去（特殊石綿板 t=6、ST(単層弾性仕上塗材）吹付）のみ

ブラインド：撤去（W=2550）2箇所

軽量スチールパーテーション：撤去

      　　　　　　　　　　　パネル(H2100)、支柱（H2650)とも

L.Lテープライブラリー、録 音室 L.L編集室
天井伏図　＜撤去＞（２）  

L.L事務室、廊下（2） 

AutoCAD SHX Text
6年3月3月

AutoCAD SHX Text
DEN-A

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和6年3月

株式会社一級建築士事務所　DEN-A
一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

研究室１

軒天井：新設（珪酸カルシウム板 t=6、多機能型単層弾性仕上塗材吹付）のみ）

ブラインド：新設（W=2475）2箇所

新設

bY2

bY3

bY1

bX13bX12bX11

国際交流センター　平面詳細図　S＝1/50

マクガリー研究室

3000 6000

6
8
5
0

2
5
0
0

6
8
5
0

1
6
2
0
0 3200

2
7
0
0

1000

6000 60006000
18000

18000
6000 3000

3000 3000

2850

プラクティカルイングリッシュセンター

bX10

学生演習室３ 学生演習室４ プロジェクト研究室

A

展開方向 B

C

D

廊       下

廊       下

GP新設 GP新設GP新設

壁：新設

壁：新設

壁：新設

※今回工事対象外 ※今回工事対象外

CH=2600

C-1：新設

C-1：新設（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼りのみ）

C-1：新設（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼りのみ）既存のまま

6
0
0
6
0
0

600

600600

C-1：新設（石膏ボード t=9、岩綿吸音板 t=12 貼りのみ）

C-1：新設

C-1：新設

CH=2350CH=2350

C-1：新設

学習演習室３,４、研究室１,２

プロジェクト研究室、廊下（2）

A-38

Ａ3：1/100

サッシ壁面方立

：新設

bY0

1
3
5
0

600 1000

凡例

壁面、建具　新設を示す

部位 記号 仕上

天井

C-1

LGS下地

石膏ボード t=9

岩綿吸音板 t=12 貼り

C-2

LGS下地

石膏ボード t=9

岩綿吸音板 t=19 貼り

C-3
コンクリート下地

パーライト t=4 吹付

C-4
コンクリート下地

VP

天井点検口　新設を示す

450角アルミ製・パネル天井同材

（建築工事）

同上

設備用

電気用

電気用電気用

電気用電気用電気用

電気用

設備用

設備用

室内機：新設（設備工事）

開口補強　1200x800（建築工事）

室内機：新設（設備工事）

開口補強　1200x800（建築工事）

室内機：新設（設備工事）

開口補強　1200x800（建築工事）

600600

室内機：新設（設備工事）

開口補強　1200x800（建築工事）

図面記載なき、開口補強（建築工事）を以下に示す　

※設置個所は、電気設計図書によること

・照明設置における開口補強

　無し

・スピーカー設置における開口補強

　計5箇所

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ＳＳ Ｓ

Ｓ Ｓ

凡例（電気、設備）

空調室内機を示す

ニ 照明を示す

スピーカーを示す

感知器を示すＳ

設備用 設備用設備用 設備用 設備用

設備用

研究室２ CH=2600

カセット型全熱交換器：新設（設備工事）

開口補強　800x600（建築工事）

設備用 設備用

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



撤去 撤去

bY4

bY7

bY3

bX13bX12bX11

Ｌ.Ｌ実習室（1） Ｌ.Ｌ実習室（2）

bX10

2300 3700 6000

8
0
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6
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6000 6000

2300 3700

8001600
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5
0
0

25
0
0

30060001700

1700

1600

19700

6000

25
0
0

8
0
0

7
0

10
3
0

800

bY4

bY7

bY3

廊    下（1）

D

10

D

3

D

10
D

3

AW

8

AW

1

AW

7

±0

+150

±0

+80

屋内消火栓

AW

1

改修

bY4

bY7

bY3

bX13bX12bX11bX10

2300 3700 6000

8
00
0

65
0
0

6000 6000

2300 3700

1
4
5
0
0

2
5
0
0

30060001700

1700

19700

6000

2
5
0
0

8
0
0

7
0

1
0
3
0

1600 800 1600 800

bY4

bY7

bY3

学生演習室１ 学生演習室２

GP新設 GP新設 GP新設 GP新設

±0

+150

±0

+80

床：新設

　（タイルカーペット t=6.5 貼りのみ）

　　※ハッチング部すべて、スロープ、平場含む

床：新設

　（タイルカーペット t=6.5 貼りのみ）

　　※ハッチング部すべて、スロープ、平場含む

廊    下（1）

床：新設（長尺塩ビシート t=2.5 貼りのみ）

GP

1

GP

2

LSD

3

GP

4

種別

番号
撤去を示す

種別

番号
新設を示す

bY2

bY3

bY1

bY0

bX13bX12bX11

防音戸

防音戸

L.L事務室

L.L編集室

録音室

3000 6000

6
8
50

2
5
0
0

68
5
0

1
6
2
00

1200
400 3200

3
5
0
0

45
0

1
60
0

4
5
0

8
0
0

2
7
0
0

2
2
5
0

900 900 1050 900

800

1000

600

80
0

6000 60006000

18000

18000

6000 3000

1600

8
0
0

1000

6
0
0

bX10

L.Lテープライブラリー

CD

5

建具：撤去

建具：撤去

壁：撤去

建具：撤去

防音戸

壁
：

撤
去

廊    下（1）

マクガリー研究室プラクティカルイングリッシュセンター

※今回工事対象外 ※今回工事対象外

廊    下（2）

D

3

SD

19

D

10

SD

19

AW

1

種別

番号
撤去を示す

種別

番号
新設を示す

CD

8

AW

8

AW

1

AW

7

AW

1

CD

8

bY2

bY3

bY1

bY0

bX13bX12bX11

マクガリー研究室

研究室１

3000 6000

6
8
50

2
5
0
0

68
5
0

1
6
2
00

1200

2
2
5
0

900 900 1050 900

1000

6000 60006000

18000

18000

6000 3000

900 900

3000 3000

150

900

900 900 900

1200

プラクティカルイングリッシュセンター

bX10

研究室２

学生演習室３ 学生演習室４ プロジェクト研究室

建具：新設

廊    下（1）
GP新設 GP新設GP新設

※今回工事対象外 ※今回工事対象外

廊    下（2）

CD

5

AW

1

GP

5

GP

5

GP

5

LSD

6

’LSD

6

LSD

7

A-39

建具表キープラン　＜撤去＞＜改修＞Ａ3：1/200

D

8

LSD

7

’LSD

6

D

3

SD

19

’SD

19

’D

8

電気錠 電気錠

±0

+150

±0

+80

±0

+150

±0

+80

改修

横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和6年3月

株式会社一級建築士事務所 DEN-A

一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和 年 月

株式会社一級建築士事務所　

一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

形状・寸法

（内観を示す）

記号・位置・数量

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕上・見込

種別・方式

改修・新設

撤　去改修

内容

4
D

3

▽FL

3
D

10

両開きベニヤフラッシュドア

O.P.

撤去（枠とも）

SD19x3

SD19'x1

-

70 mm

SD

19

付属金物一式

片引き・嵌め殺し窓

アルミ

そのまま

付属金物一式

網入り透明ガラス t6.8

3

-

100 mm

AW

1

▽FL

形状・寸法

（内観を示す）

記号・位置・数量

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕上・見込

種別・方式

改修・新設

撤　去改修

内容

1
CD

5
L.L事務室L.L編集室、録 音室

片開きスチールフラッシュドア（気密ドア）、はめ殺し窓

スチール 150 mm

丁番、ドアチェック、レバーハンドル、付属金物一式

両開きコールテン鋼サッシドア

コールテン鋼

そのまま

網入り透明ガラス t10

-

100 mm

フロアヒンジ、引手、シリンダー本締錠、付属金物一式

Ｌ.Ｌ実習室（1）（2）、L.L事務室
Ｌ.Ｌ実習室（1）（2）、L.L事務室

L.Lテープライブラリー

Ｌ.Ｌ実習室（1）（2）、L.L事務室
SD

19

’

1
AW

7
Ｌ.Ｌ実習室（1） 1

AW

8
Ｌ.Ｌ実習室（1）（2）

FIX FIX FIX FIX

片引き・嵌め殺し窓

アルミ

そのまま

付属金物一式

網入り透明ガラス t6.8

-

100 mm

FIX FIXFIX

片引き・嵌め殺し窓

アルミ

そのまま

付属金物一式

網入り透明ガラス t6.8

-

100 mm

2
D

8

親子開きベニヤフラッシュドア（D8'は気密ドア）

O.P.（D8'はスチール）

撤去（枠とも）

-

70 mm

付属金物一式

L.Lテープライブラリー

片開きベニヤフラッシュドア

O.P.

撤去（枠とも）

-

70 mm

付属金物一式

撤去（枠とも）

-

A-40

建具表（1）　＜撤去＞＜改修＞Ａ3：1/100

SD

19

SD

19

’

FIX

D

8

’

AutoCAD SHX Text
6年3月3月

AutoCAD SHX Text
DEN-A

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



形状・寸法

（内観を示す）

記号・位置・数量

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕上・見込

種別・方式

改修・新設

撤　去改修

内容

▽FL

▽FL

形状・寸法

（内観を示す）

記号・位置・数量

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕上・見込

種別・方式

改修・新設

撤　去改修

内容

1
CD

8
廊    下（1）

FIX

片開きコールテン鋼サッシドア

コールテン鋼

そのまま

網入り透明ガラス t10

-

100 mm

フロアヒンジ、引手、シリンダー本締錠、付属金物一式

2
4
0
0

1900

800 70 1030

1
GP

1
学生演習室１

亜鉛めっき鋼板(樹脂焼付塗装仕上げ）

-

新設

100 mm

5050

34501600

1
GP

2
学生演習室１

同左

-

同左

新設

同左

同左

同左

1
GP

3
学生演習室２

920

1720

800

FIXガラスアルミパーティション、亜鉛めっき鋼板方開きフラッシュ遮音ドア

同左

-

同左

新設

同左

同左

同左

3120

15201600

1
GP

4
学生演習室２

-

新設

5050

4150

3
GP

5
学生演習室３、4

プロジェクト研究室

FIXガラスアルミパーティション、亜鉛めっき鋼板片開きフラッシュドア

同左

-

新設

同左

同左

同左

5050

4150900

3
LSD

6
学生演習室３

プロジェクト研究室

FIX窓付き軽量スチール片開きフラッシュドア

-

新設

ドアハンドル、マスターキー対応U9錠、付属金物一式

研究室1,2：レバーハンドル電気錠（外シリンダー・内サムタ ーン）

扉にスリット窓付きとする

付属金物一式曇りフィルム貼り（研究室１、２のみ）

LSD

6

’

※LSD6'は開き勝手が逆

※曇りフィルム貼り（研究室１、２のみ）

※電気錠（研究室１、２のみ）

2
0
0
0

900

A-41

建具表（２）　＜撤去＞＜改修＞Ａ3：1/100

2
LSD

7
学生演習室４

プロジェクト研究室

軽量スチール親子扉開きフラッシュドア

同左

-

同左

新設

同左

同左

同左

2
0
0
0

1200

300 900

横浜市立大学

設　　　計　　　者

工事名

図面名称

横浜市立大学総合研究教育棟改修工事

年月日 縮尺令和6年3月

株式会社一級建築士事務所 DEN-A

一級建築士登録　　　第１７０６４２号　　田中　克樹

図面番号

FIXガラスアルミパーティション、亜鉛めっき鋼板両開きフラッシュ遮音ドア FIXガラスアルミパーティション、亜鉛めっき鋼板両開きフラッシュ遮音ドア

強化ガラス t5

120 mm軽量スチール(カラー鋼板）亜鉛めっき鋼板(樹脂焼付塗装仕上げ）

透明合わせガラス t5+5（FLから+200までカッティングシート貼り）

100 mm

ドアハンドル、マスターキー対応U9錠、付属金物一式

FIXガラスアルミパーティション、亜鉛めっき鋼板方開きフラッシュ遮音ドア

透明合わせガラス t5+5

透明合わせガラス t5+5（FLから+200までカッティングシート貼り）

ドアハンドル、マスターキー対応U9錠、付属金物一式

扉にスリット窓（フロートｔ5+飛散防止フィルム）付き

FIX FIX FIX FIX FIX FIX

FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

扉にスリット窓（フロートｔ5+飛散防止フィルム）付き

2
3
5
0

2
3
5
0

2
3
5
0

2
3
5
0

2
3
5
0

800

ycustaff
テキストボックス
（参考）R6年度改修内容



 

 

 

文科系研究棟 



横浜市建築設計協同組合

一級建築士ࠉ登録第㸱㸵㸴㸯㸴号 金 子 義 久

工事ྡ

図面ྡ称

図面番号

ᖺ᭶日 縮 尺

横浜ᕷ建築局

設ࠉࠉࠉࠉ計ࠉࠉࠉࠉ者

施設番号 棟番号

完 成

ᖺ 度

図 面

種 類

図面枚数

。株)金子設計

㹌㹍㸬㹑㹁㸿㹊Ｅ
௙ୖ表ࠉձ

㸿㸫㸶

横浜ᕷ立大学文科系研究棟

耐震補強そࡢ௚工事㸦建築工事㸧

㹆㸰㸴㸬㸯㸯

改ࠉ修ࠉ後

改ࠉ修ࠉ前

改ࠉ修ࠉ前

124ࠊ120

119ࠊ115ࠊ113ࠊ112ࠊ111

123ࠊ116

ソࢺࣇ幅木ࢩࢵࢡョンࢺ࣮ࢩ࢔ࣟࣇ

ࢺ࣮ࢩ࢔ࣟࣇョンࢩࢵࢡ ソࢺࣇ幅木

一部張替え

ビࣝࢽ幅木

㸴㸮

㸴㸮

㸴㸮

一部張替え

ࣔࣝタࣝ金ࡈてビࢫࣟࢡࣝࢽ張ࡾ

ビࢫࣟࢡࣝࢽ張ࡾ

一部張替え

ビࣝࢽ床ࢺ࣮ࢩ

ࣔࣝタࣝ金ࡈてࠉＥ㹎ࠊ一部12.5࢔㹅㹀㸫㹐張ࠉࡾＥ㹎

全面張替え

9㹎㹀ୗ地㸧࢔12岩綿྾音板㸦࢔

9㹎㹀ୗ地㸧࢔12岩綿྾音板㸦࢔

既存ࡲࡲࡢ

既存ࡲࡲࡢ

図書館資料室

空調機械室 ࣔࣝタࣝ金ࡈて防塵塗装

壁

内ࠉ部ࠉ௙ୖࠉ

室ྡࠉࠉ階

低

層

棟

　

１

階

幅ࠉ木床
㹆

既存ࡲࡲࡢ

改ࠉ修ࠉ前

改ࠉ修ࠉ後

改ࠉ修ࠉ前

改ࠉ修ࠉ後

幅木ࢡࢵチࢫࣛࣉ

チ࣮ࣝ入幅木ࢫ 㸴㸮

㸴㸮

㸴㸮

ࣔࣝタࣝ金ࡈてセࣛ࣌ࢡࢵ

風除室

資料展示室

視聴覚室

既存ࡲࡲࡢ

鋼板ࣃネࣝ焼付塗装

大会議室 ࢺࢵ࣮࣌࢝

前ࠉ室

既存ࡲࡲࡢ

既存ࡲࡲࡢ 幅木ࢡࢵチࢫࣛࣉ 㸴㸮

打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

㺨㺽㺻ﾄ㺶㺎：ソࢺࣇ幅木

倉庫：㺱㺷ﾀ㺷金ࡈて

㸴㸮

㸯㸳㸮 倉庫：ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ打放し

ࣔࣝタࣝ金ࡈてセࣛ࣌ࢡࢵ 9㹎㹀ୗ地㸧࢔12岩綿྾音板㸦࢔

打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

倉庫㸯࣭㸰ࠊ࣮ࣜࢺンࣃ

岩綿྿付エン࣎ࢫ௙ୖ。梁型：㺘㺻㺖㺶㺎ﾄ打放し㺜㺵㺫㺽㺍㺖)

ン࣮ࣜࢡࢫࢫࣛ࢞

目地ษ 目地ษ タン押え࣎ࠊࢫࣟࢡࢫウ࣮ࣝ࢞ࣛࢡࢵࣟ

ビࢺࢫ࣋ࢫ࢔࣮ࣝࢽタイࣝ

ビࢺࢫ࣋ࢫ࢔࣮ࣝࢽタイࣝ

通路部：ࢩࢵࢡョンࢺ࣮ࢩ࢔ࣟࣇ

ࢺ࣮ࢩ࢔ࣟࣇョンࢩࢵࢡ

ビࣝࢽ幅木

一部張替え

㺨㺽㺻ﾄ㺶㺎：ࣔࣝタࣝ金ࡈてビࢫࣟࢡࣝࢽ張ࡾ

9㹎㹀ୗ地㸧࢔12岩綿྾音板㸦࢔

岩綿྿付エン࣎ࢫ௙ୖ。梁型：㺘㺻㺖㺶㺎ﾄ打放し㺜㺵㺫㺽㺍㺖)

ﾄ㺍㺪㺽㺵㺐ﾄ：12࢔岩綿྾音板㸦9࢔㹎㹀ୗ地㸧

鋼板ࣃネࣝ及び྾音ࣃネࣝ

既存ࡲࡲࡢ

タン押え࣭࣎ࢫࣟࢡࢫࣛ࢞ࠊウ࣮ࣝ板ࢡࢵࣟ

㹔Ｅࠉウ࣒板ࢩ珪酸࢝ࣝࢺ10石綿セ࣓ン࢔

一部8࢔ࠊ石綿セ࣓ンࢺ珪酸࢝ࣝࢩウ࣒板ࠉ㹔Ｅ

㺨㺽㺻ﾄ㺶㺎：࢔㸶石綿㺜㺰㺻ﾄ珪酸ｶ㺷㺚㺑㺯板ࠉＥ㹎

高

層

棟

　

１

階

改ࠉ修ࠉ後

改ࠉ修ࠉ前

改ࠉ修ࠉ前 ソࢺࣇ幅木

既存ࡲࡲࡢ

㸴㸮

㸴㸮

ࣔࣝタࣝ金ࡈてࠉＥ㹎

既存ࡲࡲࡢ 既存ࡲࡲࡢ

Ｅ㹎㸦梁型：ྠ௙ୖ㸧ࠉ打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

通路部：12࢔岩綿྾音板㸦9࢔㹎㹀ୗ地㸧

通路部ࡳࡢ全面張替え

ࢺ࣮ࢩ࢔ࣟࣇョンࢩࢵࢡ 㸴㸮ソࢺࣇ幅木

ビࣝࢽ幅木

㸴㸮

ビࢫࣟࢡࣝࢽ張ࡾ

一部張替え 一部張替え一部張替え一部張替え

ビࣝࢽ床ࢺ࣮ࢩ

ࣔࣝタࣝ金ࡈてビࢫࣟࢡࣝࢽ張ࡾ 9㹎㹀ୗ地㸧࢔12岩綿྾音板㸦࢔

一部張替え

123ࠊ116

ࢪンࣛウンࣉ࣮࢜

124ࠊ120ࠊ119

ࠊ115ࠊ113ࠊ112ࠊ111

㸰㸪㸴㸮㸮

㸰㸪㸴㸮㸮

㸰㸪㸴㸮㸮

図書館資料室

天井高

資料展示室

視聴覚室

大会議室

前室

倉庫㸯࣭㸰ࠊ࣮ࣜࢺンࣃ

風除室

空調機械室

室ྡࠉ

㸰㸪㸴㸮㸮

㸰㸪㸴㸮㸮

㸰㸪㸴㸮㸮

㸰㸪㸴㸮㸮

㸰㸪㸱㸳㸮

備ࠉࠉ考

既存ࡲࡲࡢ

既存ࡲࡲࡢ

電気室

空調機械室ࠊ機械室 機械室：ࣔࣝタࣝ金ࡈてࠉ防塵塗装

電気室：ビࢺࢫ࣋ࢫ࢔ࣝࢽタイࣝ

機械室ࠊ電気室：ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ打放し 機械室ࠊ電気室：岩綿྿付エン࣎ࢫ௙ୖ

タ࣮室࣮࣓ࢫ࢞ 既存ࡲࡲࡢ

湯沸室

男子࣭女子࣭多目的ࢺイࣞ

エ࣮ࣞ࣋タ࣮࣮࣍ࣝࠊ廊ୗ

改ࠉ修ࠉ後

改ࠉ修ࠉ前

既存ࡲࡲࡢ

既存ࡲࡲࡢ

倉庫㸱

倉庫㸯࣭㸰 ビࣝࢽ床ࢺ࣮ࢩ

ビࢺࢫ࣋ࢫ࢔ࣝࢽタイࣝ

倉庫㸯：ビࣝࢽ幅木

倉庫㸰：㺘㺻㺖㺶㺎ﾄ打放し

ソࢺࣇ幅木

㸴㸮 倉庫㸯：ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ打放しࠉＥ㹎㸫㹅

ࣔࣝタࣝ金ࡈてビࢫࣟࢡࣝࢽ張ࡾ

倉庫㸰：ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ打放し 倉庫㸰：ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ打放し

湯沸室：ࢩࢵࢡョンࢺ࣮ࢩ࢔ࣟࣇ

各ࢺイࣞ：ビࣝࢽ床ࢺ࣮ࢩ 各ࢺイࣞ：ࢸࢫンࣞࢫ

湯沸室：ソࢺࣇ幅木

㸴㸮

湯沸室：ࣔࣝタࣝ金ࡈてࠉ㹔Ｅ

各ࢺイࣞ：໬粧ࣃネࣝ

湯沸室：8࢔石綿㺜㺰㺻ﾄ珪酸ｶ㺷㺚㺑㺯板ࠉＥ㹎

倉庫㸯：࢔㸶石綿㺜㺰㺻ﾄ珪酸ｶ㺷㺚㺑㺯板ࠉＥ㹎

9㹎㹀ୗ地㸧࢔12岩綿྾音板㸦࢔

㸴㸮

軽量ࢥンࡇࢺ࣮ࣜࢡて均し ࣔࣝタࣝ金ࡈて 㸯㸳㸮 打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ 打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

廊ࠉୗ：ࢩࢵࢡョンࢺ࣮ࢩ࢔ࣟࣇ

ソࢺࣇ幅木

㺒㺸㺫㺼㺎ﾀ㺎㺬㺎㺷：既存ࡲࡲࡢ

廊ୗ：既存ࡲࡲࡢ

既存ࡲࡲࡢ

㸴㸮

㸴㸮

ࣔࣝタࣝ金ࡈてࠉＥ㹎 9㹎㹀ୗ地㸧࢔12岩綿྾音板㸦࢔

全面張替え

ࣔࣝタࣝ金ࡈて 㸯㸳㸮

空調機械室：ࣟࢡࢵウ࣮ࣝ板࣭࣎ࢫࣟࢡࢫࣛ࢞ࠊタン押え 空調機械室：ࣟࢡࢵウ࣮ࣝ板࣭࣎ࢫࣟࢡࢫࣛ࢞ࠊタン押え

空調機械室ࠊ機械室ࠊ

電気室

タ࣮室࣮࣓ࢫ࢞

廊ୗࠊ㺒㺸㺫㺼㺎ﾀ㺎㺬㺎㺷

湯沸室

男子･女子･多目的ﾄ㺐㺸

倉庫㸱

倉庫㸯࣭㸰

㸰㸪㸱㸳㸮

㸰㸪㸱㸰㸳

㸰㸪㸱㸰㸳

2,100～

㸰㸪㸱㸳㸮

ࢪンࣛウンࣉ࣮࢜

改ࠉ修ࠉ後

改ࠉ修ࠉ後

ビࣝࢽ幅木

ビࣝࢽ幅木

㸴㸮

㸴㸮

全面張替え

9.5㹅㹀㸫㹐ୗ地㸧࢔12岩綿྾音板㸦࢔

全面張替え

㸰㸪㸴㸮㸮

㸰㸪㸴㸮㸮

撤去ࢻインࣛࣈ࣭ࢫࢡࢵ࣎ࢻインࣛࣈ

㸰㸪㸱㸳㸮

㸰㸪㸱㸳㸮

天井点検口600角×2ࠉ新設

天井点検口600角×3ࠉ新設

電気室天井部：排水管࣮࢝ࣂ既存一部撤去ࡢうえ新設ࠊ

改修前

改修後

屋ࠉ根

改修後

改修前低層棟屋根

高層棟㹎㹆 改修前

改修後

称ࠉྡ 材料࣭௙ୖ 称ࠉྡ 材料࣭௙ୖ 称ࠉྡ 材料࣭௙ୖ

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後非常口屋根

ﾄ㺍㺪㺽㺵㺐ﾄ屋根

低層棟

低層棟

映写室 ௚

低層棟

えࡉて押ࡈ金ࢺ࣮ࣜࢡンࢥࠊ防水ࢺࣝ࢓ࣇࢫ࢔

えࡉて押ࡈ金ࢺ࣮ࣜࢡンࢥࠊ防水ࢺࣝ࢓ࣇࢫ࢔

ウࣞタン塗膜防水ࠉᖹ場：㹖㸫㸯ࠊ立ୖࡾ：㹖㸫㸰

露出防水ࢺࣝ࢓ࣇࢫ࢔

セ࣓ンࢺ防水

セ࣓ンࢺ防水

高層棟屋ୖ

ウࣞタン塗膜防水ࠉᖹ場：㹖㸫㸯ࠊ立ୖࡾ：㹖㸫㸰

外ࠉ部ࠉ௙ୖࠉ

天ࠉ井

※改修後ࢡࢵ12ࣟ࢔ࠉウ࣮ࣝ໬粧྾音板張9.5࢔：ࡾ㹅㹀㸫㹐捨て張ࡾとすࡿ

ﾄ㺍㺪㺽㺵㺐ﾄ：全面張替えࢡࢵ12ࣟ࢔ࠉウ࣮ࣝ໬粧྾音板張ࡾ

ࡾウ࣮ࣝ໬粧྾音板張ࢡࢵ12ࣟ࢔

ࡾウ࣮ࣝ໬粧྾音板張ࢡࢵ12ࣟ࢔

ࡾウ࣮ࣝ໬粧྾音板張ࢡࢵ12ࣟ࢔

ࡾウ࣮ࣝ໬粧྾音板張ࢡࢵ12ࣟ࢔

塗装記号凡例

㹐ࠉ㹁

㹐ࠉ㹁

㹊㹅㹑

㹕

㹅㹀㸫㹐

普通ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ

軽量鉄骨製壁ୗ地

せࡇࡗう࣮࣎ࢻ

軽量ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ

ࢡࢵࣟࣈࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

木製軸組

凡ࠉ例

㹎㹑㸫㸰

㹎㹓㸫㸰

㹋㹑㸫㸰ࠊ㹑㹐㸫㸰

㹑㹐㸫㸰

金物取合部

打継目地ࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

防水押え部ศ

押えࢫࣛ࢞

㸧ࡿࡼ種類㸦公共建築工事標準௙様書にࢢン࣮ࣜࢩ

㹁ࠉ㹀

ࢺイࣛࣉࢵࢺ 高層棟

低層棟 耐震鉄骨ࢫ࣮ࣞࣈ設置ࡢたࠊࡵ既存ࢫࣛ࢞ࡢࢩࢵࢧを取ࡾ外し再取ࡾ付ࡅとすࠋࡿ

㹎㹁製笠ࠉ木 改修前

改修後 取合い࣮ࣝࢩ打換えࡢうえࠊ外壁௙ୖに合わせ塗材௙ୖࡆとすࠋࡿ

ᖹ成22ᖺ度改修済ࡳ

各ࢺイࣞ：ᖹ成22ᖺ度改修済ࡳ

イン柄㸧ࢥタイࣝ㸦࣒ࢦ

イン柄㸧ࢥタイࣝ㸦࣒ࢦ

イン柄㸧ࢥタイࣝ㸦࣒ࢦ

ࣔࣝタࣝ金ࡈて㸦既存㸧ࠉＥ㹎㸫㹅

一部9.5࢔㹅㹀㸫㹐㸩12.5࢔㹅㹀㸫㹐ࠉＥ㹎㸫㹅

自販機用一次側電源㸦電気㸧ࠉ→ࠉ前ࠉ室㸦改修後ࠉ室ྡ㸧

室ྡ㸧ࠉ風除室㸦改修後ࠉ→ࠉ 風除室㸦改修後ࠉ室ྡ㸧

前ࠉ室㸦改修後ࠉ室ྡ㸧

ࡾ補強᭷ࢫ࣮ࣞࣈ部=鉄骨ࢺイࣛࣉࢵࢺ

Ｅ㹔機械室屋根：ࢺࣝ࢓ࣇࢫ࢔露出防水

高架水槽置場ࢺࣝ࢓ࣇࢫ࢔：ࠉ防水ࢥࠊンࢺ࣮ࣜࢡ金ࡈて押ࡉえ

㸯= 2,350

各ࢺイࣞ：ࢡࢵ9ࣟ࢔ウ࣮ࣝ໬粧྾音板㸦9.5࢔㹅㹀㸫㹐ୗ地㸧

㺒㺸㺫㺼㺎ﾀ㺎㺬㺎㺷：࣒ࢦタイࣝ㸦ࢥイン柄㸧

合成樹脂エ࣐ࣝࢪョン࣌インࢺ

ࢺョン࣌インࢪや᭷合成樹脂エ࣐ࣝࡘ

Ｅ㹎

Ｅ㹎㸫㹅

合成樹脂調合࣌インࢺ㹑㹍㹎

ࡾウ࣮ࣝ໬粧྾音板張ࢡࢵ12ࣟ࢔

案内板取付ࡅ壁面：Ｅ㹎塗ࡾ替えࠊそࡢ௚：既存ࡲࡲࡢ

一部㸦案内板撤去部ศ㸧：ࣔࣝタࣝ金ࡈてＥ㹎

ࣔࣝタࣝ金ࡈて㸦既存㸧ࠉＥ㹎

一部㹅㹀㸫㹐㸦既存㸧ࠉＥ㹎ࠊ一部9.5࢔㹅㹀㸫㹐㸩12.5࢔㹅㹀㸫㹐ࠉＥ㹎

㺷㺎㺪ﾄ㺼㺸㺐㺻 改修用ﾄ㺼㺸㺐㺻に取ࡾ替え

備ࠉ考

高層棟基壇外ࠉ壁 改修前

改修後

壁：ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ໬粧打放し㹁㹎ࠊ柱࣭梁型：ࢥンࢺ࣮ࣜࢡ໬粧打放しࣜࢶࣁ௙ୖ㹁㹎

既存ࠉ໬粧打放し௙ୖ部ࠊ高層棟㹎㹆：ୗ地調整ࡢうえ防水形複層塗材௙ୖ

高層棟ୖ層 改修前

改修後

㹁㹎ࠊ໬粧打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

ୗ地調整ࡢうえ防水形複層塗材௙ୖ

低層棟 改修前 ௙ୖ㹁㹎ࣜࢶࣁ໬粧打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

ୗ地調整

改修後

௙ୖ部ࣜࢶࣁ

ୖ記箇所以外

防水形複層塗材：エ࣮ࢣࢫ໬研ࣞࣞࣇࢼンࢻ。ୖ塗ࡾ材：水性弾性㺜㺵㺮㺚㺶㺘㺻)ྠ等࣮࣮ࣟࣛ塗ࠉࠊࡾ既存：㺗㺮㺛ﾄ㺍㺪㺽

㸯)水洗㸦高圧࣏ンࣉ水洗い㸧ࠉ→ࠉ㸰)躯体補修

㸯)水洗㸦高圧࣏ンࣉ水洗い㸧ࠉ→ࠉ㸰)躯体補修ࠉ→ࠉ㸲)࢝チ࢜ン系࣮࣮ࣛࢩ

㹁㹎改修前ࠊ໬粧打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

改修後

幅ࠉ木

改修前

改修後

避難器具設置

梁型࣮ࢽࢥࣝࣂ

改修前

改修後

改修前

改修後

高層棟外部階段

低層棟屋非常口外部階段

軒天࣮ࢽࢥࣝࣂ

塗装改修ࠉふࡗ素樹脂塗装

高層棟࣮ࢽࢥࣝࣂ㸰～㸲階X1～X5間に㸳箇所設置㸦㸿㸫㸲㸯図参照㸧

改修前

改修後

ン系塗膜防水ࣞࣉࣟࣟࢡ

㸧ࣉࢵ࣮ࣛࣂ࣮࢜：௚ࡢそࠊン系塗膜防水㸦耐震補強取合い部：新規ࣞࣉࣟࣟࢡ

ネࣝࣃ５８壁࣮ࢽࢥࣝࣂ

㹑㹍㹎塗装ࠉ竪樋㸦鋼管㸧：塗装改修ࠊࡾ樹脂塗ࢩイン：清掃後タ࣮ࣝエ࣏࢟ࣞࢻ࢔ࣟࣇ

㹎㹆௚タࣛࣉࢵ

屋ୖ竪樋

掲示板࣭総合案内板撤去

館ྡࢧイン࣭掲示板新規取付ࡅ

高層࣭低層棟屋ୖ竪樋㸦鋼管㸧撤去ࡢうえࠊφ75硬質㺬㺽㺶塩໬㺩㺼ﾆ㺷管に取ࡾ替えࠋ

ウࣞタン塗膜防水ࠉ㹖㸫㸰

Ｅ㹔機械室屋根：ウࣞタン塗膜防水ࠉ㹖㸫㸰

高架水槽置場ࠉ：ウࣞタン塗膜防水ࠉᖹ場：㹖㸫㸰ࠊ立ୖࡾ：㹖㸫㸰

ウࣞタン塗膜防水ࠉ㹖㸫㸰

ウࣞタン塗膜防水ࠉ㹖㸫㸰

既存ࣛࣉࢵࢺイࢺ撤去ࡢうえࣝࣜࢡ࢔ࠊ樹脂製ࣛࣉࢵࢺイࢺ㸦耐火௙様㸧新設

床࣮ࢽࢥࣝࣂ

既存ࠉ໬粧打放しࣜࢶࣁ௙ୖ部：ୗ地調整ࡢうえ

壁：ୗ地調整ࡢうえ

：エ࣮ࢣࢫ໬研㸭セ࣑ࣛࢺ࣮ࣜࢡ 㸦改修部：T７-＋㸧工法ྠ等

南໭面柱型：ୗ地処理ࡢうえ うえ防水形複層塗材ࡢ௚：ୗ地処理ࡢそࠊ

素樹脂塗装ࡗふࠉ階段手摺：塗装改修ࠊうえ防水形複層塗材௙ୖࡢ部ศ：ୗ地調整ࣛࢧࢧ

段裏ࣛࢧࢧࠊ部ศ：ୗ地調整ࡢうえ 塗装ࠊ階段手摺：塗装改修ࠉふࡗ素樹脂塗装

改ࠉ修ࠉ後

既存ࡲࡲࡢ

改ࠉ修ࠉ後 既存ࡲࡲࡢ 既存ࡲࡲࡢ 一部ࠉ྾音材張替え 一部ࠉ྾音材張替え

自販機用一次側電源㸦電気㸧

௙ୖ࣮ࣖࣜࢡン系ࢥࣜࢩ

ふࡗ素系࣮ࣖࣜࢡ௙ୖ 㹑ｉ

௙ୖ࣮ࣖࣜࢡン系ࢥࣜࢩ

௙ୖ࣮ࣖࣜࢡン系ࢥࣜࢩ

段裏：ࢥࣜࢩࣝࣜࢡ࢔ン樹脂系塗材

࣮ࣖࣜࢡン系ࢥࣜࢩ

௙ୖ࣮ࣖࣜࢡン系ࢥࣜࢩ

男子࣭多目的ࢺイࣞ前室：天井点検口600角×各1新設

ࡾウ࣮ࣝ໬粧྾音板張ࢡࢵ12ࣟ࢔

ビࣝࢽ床ࢺ࣮ࢩ㸦ࢺࢵࢻ柄㸧

ビࣝࢽ床ࢺ࣮ࢩ㸦ࢺࢵࢻ柄㸧

ビࣝࢽ床ࢺ࣮ࢩ㸦ࢥイン柄㸧

既存ࡲࡲࡢ㸦㺪ｧ㺻㺘㺐㺷ﾕﾆ㺍ﾄ撤去跡部ศ補修㸧

※㺪ｧ㺻㺘㺐㺷ﾕﾆ㺍ﾄ撤去跡部ศ補修：㺩㺼ﾆ㺷床ﾀ㺐㺷

ン焼付㸧ࣟࢡࣛࣗࢹタࣝ㸦࣓ࢻンࣃࢫエ࣑࢟ࣝ࢔2࢔

㹑㹍㹎ࠉࢺ࣮ࣞࣉチ࣮ࣝࢫ1.6࢔

打放しࢺ࣮ࣜࢡンࢥ

取外し再取ࡾ付ࠊࡅ開口閉塞部ࡣ寸法調整加工㸦塗装改修：ふࡗ素樹脂塗装㸧ࠊ新規空調配管用開口㸦設備㸧

既存品塗装改修ࠉふࡗ素樹脂塗装ࠊ取合い࣮ࣝࢩ打換え

㸯ࠊ㸰階：ୗ地調整ࡢうえ うえ防水形複層塗材௙ୖࡢ㸱～㸴階：ୗ地調整ࠊ

㸨特記事項

ձࣞࢣン掛清掃ࠉ→ࠉղࣛࣉイ࣐࣮塗ᕸࠉ→ࠉճ樹脂ࣔࣝタࣝ全面塗ᕸ。0.5ＲＲ程度)ࠉ→

յ清掃ࠉ→ࠉ突起物除去࣭ࡽࡴࢸࢥմࠉ→

㸯࣭

㸰࣭

床ୗ地調整要領㸦㺩㺼ﾆ㺷床㺚㺎ﾄୗ地㸧

ビࢫࣟࢡࣝࢽ張ࡾୗ地が既存ࡢ場合࣮࣮ࣛࢩࠊࡣ処理を施すࠋ

ycustaff
テキストボックス
（参考）既存仕上げ表

ycustaff
長方形



横浜市建築設計協同組合

一級建築士ࠉ登録第㸱㸵㸴㸯㸴号 金 子 義 久

工஦名

図面名称

図面番号

ᖺ月日 縮 尺

横浜市建築局

設ࠉࠉࠉࠉ計ࠉࠉࠉࠉ者

施設番号 棟番号

完 成

ᖺ 度

図 面

種 類

図面枚数

(株)金子設計

㸯㸭㸰㸮㸮
既存ࠉ㸯ࠊ㸰階ᖹ面図

㸿㸫㸯㸯

横浜市立大学文科系研究棟

耐震補強その他工஦㸦建築工஦㸧

Ｈ㸰㸴㸬㸯㸯

㹓Ｐ

㹃ＰＳ

㹃㹔ホ࣮ࣝ 㹃㹔

㹓Ｐ

㹂Ｎ

㹓Ｐ

㹓Ｐ

㹓Ｐ

㹓Ｐ 㹓Ｐ

㹓Ｐ

㹂Ｎ㹂Ｎ

㹂Ｎ 㹂Ｎ

低層棟

高層棟
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5
,
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9
0
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9
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㸯階ᖹ面図ࠉ縮尺1/200

セ࣑ナ࣮室㹀

セ࣑ナ࣮室㹁セ࣑ナ࣮室㹂

セ࣑ナ࣮室㸿࣮࢜プンࣛウンࢪ電気室

機械室

受水槽置場

ｶ㺼㺛ﾒｰﾀｰ室

多目的ﾄｲ㺸

女子ࢺイࣞ 男子ࢺイࣞ

空調機械室

湯沸室

㹃ＰＳ

㹃㹔ホ࣮ࣝ

廊下

㹃㹔

図書館資料室

図書館資料室

㸯㸯㸳

コピ࣮室

㸯㸰㸱

演習･実習室

(ﾖｺﾊﾏ起業戦略ｺｰ㺛)

㸯㸰㸲

演習･実習室

(経営科学系)

㸯㸰㸮

演習･実習室

(経営科学系)

㸯㸯㸴

演習･実習室

(経営科学系)

㸯㸯㸷

教室･作業場

倉庫㸱 倉庫㸯

倉庫㸰

㸯㸯㸯

ｸ㺼㺹ｰﾊ㺼㺷都市協力研究㺜㺻ﾀｰ

㸯㸯㸰

ｸ㺼㺹ｰﾊ㺼㺷都市協力研究㺜㺻ﾀｰ

஦務局

㸯㸯㸱

ｸ㺼㺹ｰﾊ㺼㺷都市

協力研究㺜㺻ﾀｰ

廊下廊下

空調機械室

湯沸室男子㹕㹁 女子㹕㹁

廊下

㸰㸯㸶

大学院自習室

㸰㸰㸰

大学院自習室

(国際文化専攻㸧

㸰㸰㸶

個人研究室

㸰㸱㸰

個人研究室

㸰㸰㸱

学術研究会

㸰㸱㸮

演習࣭実習室

(経営科学系)

㸰㸱㸷

個人研究室

㸰㸱㸱

大学院自習室

(経営科学専攻)

㸰㸱㸲

演習･実習室

㸰㸰㸯

講師控室

㸰㸯㸳

コピ࣮室

ア࣑࢝ࢹッࢡコンソ࣮ࢩア࣒

作業室

㸰㸯㸴

第஧会議室

㸰㸱㸵

演習･実習室

(経営科学系)

㸰㸰㸴

大学院自習室

(経営科学系専攻)

㸰㸰㸲

大学院自習室

(経営科学専攻)

㸰階ᖹ面図ࠉ縮尺1/200

㸰㸱㸶

演習･実習室

タワ࣮ࢢン࣮ࣜࢡ

置き場

大会議室

視聴覚教室

空調

機械室

資料展示室

風除室

倉庫㸯

前ࠉ室

ࠉ

倉庫㸰

ﾊ㺽㺻ﾄ㺶ｰ
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